
雇　用

有効求人倍率 前月差 前年同月差 有効求人倍率 前期差 前年同期差

４月 0.48 0.02 0.08 ４～６月 0.40 0.01 ▲ 0.07

５月 0.48 0.00 0.08 ７～９月 0.42 0.02 ▲ 0.02

６月 0.48 0.00 0.07 10～12月 0.44 0.02 0.03

７月 0.50 0.02 0.09 １～３月 0.46 0.02 0.07

８月 0.50 0.00 0.08 ４～６月 0.48 0.02 0.08

９月 0.52 0.02 0.10 ７～９月 0.51 0.03 0.09

10月 0.54 0.02 0.11 10～12月 0.56 0.05 0.12

11月 0.55 0.01 0.11 平成１６年 １～３月 0.59 0.03 0.13

12月 0.58 0.03 0.13

１月 0.58 0.00 0.13 有効求人倍率

２月 0.60 0.02 0.14 平成13年度(F.Y.2001) 0.43 ▲ 0.04

３月 0.60 0.00 0.14 平成14年度(F.Y.2002) 0.43 0.00

４月 0.62 0.02 0.14 平成15年度(F.Y.2003) 0.53 0.10

資料出所：厚生労働省福岡労働局「雇用失業情勢について」

平成１５年
(2003)

平成１６年
(2004)

前年差

平成１４年
(2002)

平成１５年
(2003)

１　求人・求職状況（２００４年４月）
　（１）有効求人倍率
　　　　ア　０．６２倍となり、前月を０．０２ポイント上回った。
　　　　イ　有効求人：前月比１．１％増、有効求職：前月比▲１．８％減
　　　　　　※有効求人、有効求職及び有効求人倍率はいずれも季節調整値（平成16年1月改訂）
　　　　ウ　地域別
　　　　（ア）全国…０．７７
　　　　（イ）福岡…０．６７、北九州…０．５５、筑豊…０．３５、筑後…０．４９
　（２）新規求人（原数値）
　　　　２８．１２８人　　前年同月比：２０．０％増　１年１０か月連続の増加
　　　　産業別の前年同月比較
　　　　　増加産業：建設業、製造業、運輸・通信業、卸売・小売業、不動産業
　　　　　　　　　　サービス業
　　　　　減少産業：金融・保険業
　（３）新規求職（原数値）
　　　　３９，５００人　　前年同月比：▲２．５％減

有効求人倍率の推移
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雇　用

注１）　総務省が実施している「労働力調査」の福岡県分の集計を行い、県独自に公表しています。

　２）　福岡県では世帯総数の約1,300分の１に当たる約1,500世帯、15歳以上人口の約1,300分の１に当たる

　　　約3,200人を毎月調査しています。

　３）　季節等調整値は、毎年１-３月期結果公表時に、前年１年分の結果を追加して再計算されています。

　　　このため、平成15年10-12月期以前の季節等調整値は一部改訂されています。

　４）　新規求人等は福岡労働局「雇用失業情勢」を参照しています。

　５）　労働力調査結果表（福岡県　四半期推定値）は、福岡県（雇用関連参考資料）及び時系列データ

　　　「雇用」に掲載しています。

　就業状態（２００４年１－３月期）

（１）就業者
　　　２，３７７千人。前年同期と比べ３６千人増加(男性２８千人増加、女性８千人増加)
（２）完全失業者
　　　１５５千人。前年同期と比べ１千人減少(男性１０千人減少、女性９千人増加)
　　　世帯主失業者は４３千人、前年同期と比べ２千人減少
（３）完全失業率
　　　６．３％（季節等調整値）。前期と比べ０．２ポイント低下。
　　　＊　完全失業率＝「完全失業者」÷（「就業者」＋「完全失業者」）×１００

（４）景気動向と雇用失業情勢
　　　本県の景気は、輸出や生産は増加が続いており、消費も底固さが見られるなど全体と
　　しては回復しつつある。
　　　就業者数をみると、前年同期と比べ３６千人増加し、そのうち雇用者は、前年同期と
　　比べ２７千人の増加、４期連続の増加。
　　　産業別就業者数を前年同期と比べると、製造業、情報通信業、卸売・小売業等で増加。
　　　これは、回復しつつある景気を反映して、企業の求人数が増加し、仕事につく人が増
　　えるなど、労働市場が活性化しているためとみられる。
　　　また、新規求人は引き続き前年を上回り、完全失業率も高水準ながらこのところ低下
　　するなど、雇用情勢は改善の動きがみられる。

図２　福岡県の完全失業率（季節等調整値）の推移
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図１　就業者及び完全失業者の対前年同期増減数の推移
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